
鋼 厚生労働大 職業訓練で 
永年にわたり、認定職業訓練の発展に多大な貢献をされた栄町

の気仙秀美氏が平成14年度厚生労働大臣功労賞を受賞しました。 
気仙氏は、昭和48年から現在も金木職業訓練協会建築科講師を

勤め、その後は副校長、校長と歴任。現在は会長に就任し協会発
展に尽くしています。 
受賞した気仙氏は「金木職業訓練協会でもらうものであり、私が会長として代

表でもらったものです。今後は、体調の許す限り職業訓練の発展に頑張っていき
たい」 と話していました。 
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S 

S 

. 

. 

. 

. 

S 

S 

S 

S 
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S 
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琶
言

遣
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広飯か客ぎ71叫  

く少年のた 
激 励 筋 固 

町内で新聞配達などをしなが
ら、一生懸命に学んでいる少年
たちを応援する激励訪問が12月 

19日、金木南中学校校長室で行われました。 
校長室に集まった対象者11人へ、激励訪問の木下教育長があい

さつ。金木町働く少年のための基金運営委員会沢田茂会長から「委
員会では新聞配達などをしながら学業に励んでいる町内の青少年
を応援しています。日ごろ頑張っている皆さんにわずかではあり
ますが、商品券を贈呈しますので活用してください」と激励。一
人ひとりに商品券を手渡し、働く少年の日ごろの苦労をねぎらい
ました。 

亡嗣教ゼ回 回 S 

S 

、 

12月19日、青森市の県警本部長室において、12月16日に交通死亡事故皆無500 
日間を達成した金木町交通安全対策協議会（会長＝鳴
海町長）と金木町交通安全母の会（会長一福山初枝） 
が表彰されました。 

田端智明本部長より鳴海町長へ感謝状、福山会長に
表彰状が手渡され、鳴海町長は「協議会と母の会との
連携を強化し、死亡事故ゼロiocx）日達成を目指したい」 
と話していました。 
町では平成13年 8月 3 日の中柏木の国道交差点での

死亡事故以来、交通死亡事故ゼロを続けています。 
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・ 

S 
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・ 
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S 

S 
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・ 

S 

S 

S 
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町では、10月から毎月第 	■至ョ 
4日曜日の午前 8時30分か
ら12時まで町民課窓口で、 
住民票の謄本・抄本と印鑑
証明書を発行しています。 

利用した方は「町民サ
イドに立った行政であり、ぜひ続けてほ
しい」 と話していました。 

毎
月
第
四
日
賢町
民
課
 

今年大厄を迎える男女92 
人が1月 4 日、中央公民館
で「合同厄払い」の神事を
行い、1年間の降りかかる
厄難を払い落としました。 
式後の祝宴では、高橋

司発起人代表があいさつし、鳴海町長が
祝辞を述べ出席者を激励しました。 

, 
t 
も 

我層ィアJ弊回刊レ員認定 
津軽森林管理署金木支署（署長一最上猛）会議室で12月 

20日、国有林における森林保全活動などをボランティアで
実施してくれる森林ボランティアパトロール員の認定状交
付式が行われました。 

当町の15人を含む近隣市町村から一般募集で認定された
パトロール員43人一人ひとりに最上署長が認定状と証明書、 

腕章を交付。弓は続き行われた講習会ではパトロール時の注意事項などの説明が
行われました。 

パトロール員たちは今後も講習会を受けて、 4 月から同支署が管理する西北五
地方の国有林31,000筒で保全活動を行います。 

、、 

久
し

ぶ
り
に

町
へ

買
物
に

出
た

弥
助
夫
婦
、

昼
一間
に

な
っ

た
の
で

食
堂
に

入
っ

た
。

す
る
と
、

隣
家

の
多
一
夫

婦
も
食

堂
に
い

て
、
親

子
井
を
食
べ

て
い
た
。
 

「
お
め
だ

じ
、

メ
イ
モ

ノ
食
っ

て

ら
な
あ
、

お
が

や
、

お
ら
ど

も
同

じ
物
食
う
が
」
 

し
か
し
、

弥
助
は

親
子
井
の
こ

と
を
、

な
ん
と

注
文
す
る

の
か
わ

か
ら
な
か
っ

た
の
で
 

「
隣

の
人
だ

ち
食
っ

て
ら
物
と
、
 

同
じ
物
ケ
ロ
じ
ゃ

」
 

と
店
員
に
注
文
し

た
。
 

「
ヘ
バ
、
 二
人
と
も
親
子
で
し

べ
」
 

と
店
口貝
が
い
う
と
、

弥
助
右

手
を

左
右
に

振
り
 

「
ナ
モ
シ
、
お
ら
だ
じ
、
夫
婦
だ
ネ
」
 

（
森
 
平
）
 

   

「
親
子
と
夫
婦
」
 

津
軽
弁
の
笑
い

話
こ
①
 

 

   

' 
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「
金
木

の
か

た
り
べ
」
よ
り
 



響東京ふるさと 
本会工藤源次郎会長の新年のあいさつを紹介します。 

国
民
年
金
帽
報
 

コ

ー十
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
ー
 

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
二
十

歳
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
社
会
人

と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
責
任
が
で

て
き
ま
す
。
国
民
年
金
に
加
入
す

る
の
も
そ
の
ー
つ
で
す
。
 

現
代
の
日
本
で
は
、
国
内
に
住

む
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
人

は
必
ず
国
民
年
金
制
度
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

若
い
皆
さ
ん
に
 
「年
金
」
 
と
い
っ

て
も
、
ま
だ
ま
だ
先
の
こ
と
と
い

う
認
識
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
老
後
は
だ
れ
に
も
平

等
に
訪
れ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
 

国
民
年
金
は
老
後
の
た
め
の
も
の

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

病
気
や
事
故
で
障
害
の
残
っ
た

と
き
の
障
害
年
金
、
 一
家
の
働
き

手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
の
遺
族
年

金
な
ど
で
あ
な
た
の
生
活
を
サ
ポ
 

ー
ト
し
ま
す
。
 

二
十
歳
に
な
っ
た
皆
さ
ん
も
、
 

成
人
の
責
任
と
し
て
、
忘
れ
ず
に

町
役
場
で
国
民
年
金
の
加
入
手
続

き
を
し
ま
し
ょ
、つ
。
 

に
も
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

る
制
度
で
す
。
 

学
生
本
人
の
前
年
の
所
得
が
六

十
八
万
円
以
下
の
場
合
に
承
認
さ

れ
ま
す
の
で
、
殆
ど
の
学
生
が
対

象
に
な
り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
学

生
の
方
は
、
お
住
ま
い
の
町
役
場

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
前
年
の
所
得
に
よ
っ
て

承
認
す
る
た
め
、
毎
年
の
申
請
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
特
例
制
度
に
よ
っ
て
猶
予

さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
十
年

以
内
で
あ
れ
ば
納
付
で
き
る
追
納

制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

将
来
満
額
の
年
金
を
受
給
す
る

た
め
に
も
保
険
料
の
追
納
を
お
勧

め
し
ま
す
。
 

皆
さ
ん
の
将
来
と
、
も
し
も
の

た
め
に
も
学
生
納
付
特
例
制
度
を

ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
 

基
礎
年
金
番
号
は
生
涯
一
つ
ー
・

年
金
手
帳
は
大
切
に
 

国
民
年
金
に
加
入
す
る
と
「
基

礎
年
金
番
号
」
が
記
載
さ
れ
て
い

る
年
金
手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
「
基
礎
年
金
番
号
」
は
、
 

国
民
年
金
に
限
ら
ず
、
厚
生
年
金

や
共
済
年
金
に
加
入
す
る
時
に
も

使
用
し
ま
す
。
ま
た
、
公
的
年
金

に
関
す
る
加
入
期
間
な
ど
の
情
報

は
全
て
こ
の
番
号
で
管
理
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

ひ
と
り
に

ー
つ
の
 
「基
礎
年
金

番
号
」
 
です
の
で
、
年
金
手
帳
は

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
 

学
生
納
付
特
例
を
 

活
用
し
ま
し
よ
う
 

国
民
年
金
で
は
、
学
生
納
付
特

例
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
 

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
学
生

の
皆
さ
ん
の
保
険
料
を
卒
業
ま
で

猶
予
し
、
し
か
も
、
そ
の
間
に
病

気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
 

喫 

そ
 

司
プ
 

ふるさとの皆さん。関東在住の金木町出身者をご紹介ください。 

【東京ふるさと金木会事務局】 〒170-0002 東京都豊島区巣鴨 1-3-22 アドニス天野 2F 
加藤税理士事務所内 	TEL 03-3942-8825・FAX 03-3942-9171 

.出席しました。 

り大きく扱って 

、ーーー餌 
r、 

軍 

ーティーにて 

昨年12月13日に、日本大学相撲部の田中英寿監督の出版記念パーティーに役員10名と

ふるさとからも町長をはじめたくさんの皆さんが出席しました。青森の新聞等もかな

いました。 

12月15日には、東京ふるさと金木会初めての忘年会が

開催され、年の瀬にもかかわらず約50名が出席しビンゴ

等で大変な盛り上がりでした。ビンゴの賞品の中に津軽

北部農協より提供していただいた金木米があり喜ばれま

した。農協の鎌田さんありがとうございました。 

10周年の総会、懇親会は 6 月29日（日）東京中野サンプラ

ザで行います。ふるさとの皆さんもぜひご出席ください。 

東京にふるさと金木会があることをお忘れなく、今後 

ともご支援ご協力よろしくお願い申し上げます。 	 田中英寿監督出版記念パ 

新年あけましておめでとうございます。 

東京ふるさと金木会も発足以来早10年目に入りました。この間、町役場をはじめふるさとの皆様に

は筆舌に表せないほどのご支援ご協力を賜り深く感謝申し上げます。 

例年実施してまいりました芦野公園の桜まつりのテントを今年も張らせていただく予定です。昨年は、 

甘酒をコップ1,200杯無料配布いたしました。また、あしの園と高齢者福祉センターへ当会の副会長で

もある歌手の田中長六さんとともに慰間し、非常に喜ばれました。今年も継続したいと思っています。 

広懸か倉ぎ”駐事7月母 
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な
先
生
で
、
日
曜
・
祭
日
な
ど
の

時
問
外
診
療
に
も
気
軽
に
応
じ
て

く
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
他
科
の
日

当
直
医
は
大
変
助
か
っ

て
い
ま

す
。
 

当
 
院
の
経
営
は

昨
年
四

月
の
 

保
険
点
数

の
改
正
以

来
、
 

悪
化
の

一
途
を
た
ど

つ
て
い
ま

す
。
外
来
、
入
院
患
者
数
と
も
減

少
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
り
ま
せ

ん
。
こ
の
ま
ま
で
は
従
前
の
よ
う

な
赤
字
再
建
団
体
に
転
落
し
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
に

な
ら
な
い
た
め
に
も
、
昨
年
院
内

に
経
営
検
討
委

員
会
を
立
ち
上

げ
、
患
者
さ
ん
の
利
便
性
を
図
り

な
が
ら
増
患
、
増
収
に
役
立
つ
も

の
は
な
い
か
、
節
約
で
き
る
も
の

は
な

い
か
な
ど
各
部
門
で
検
討

し
、
良
い
も
の
は
既
に
実
施

・
実

行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
職

員
が

一
丸
に
な
っ
て
最
大
限
の
努

力
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
両
町

民
の
皆
様
に
は
当
院
に
対
す
る
ご

理
解
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
さ

ら
に
当
院
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
 

何
 かと

厳
し

い
時
節
柄
で

は
 

あ
り
ま
す
が
、

皆
様
に

と

り
ま
し
て
は
よ
り
よ
い
新
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
し
て
お

り
ま
す
。
 

す
る
二
〇
〇
八
年
ま
で
の
こ
れ
か

ら
の
六
年
間
な
の
で
す
。
病
院
規

模
が
縮
小
さ
れ
る
の
で
す
か
ら
、
 

普
通
の
企
業
な
ら
当
然
職
員
は
削

減
さ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
公
務
員

の
た
め
簡
単
に
削
減
は

で
き
な

い
、
一
方
合
併
段
階
で
考
え
ま
す

と
中
核
病
院
へ
の
配
置
転
換
な
ど

の
た
め
削
減
は
不
要
な
ど
、
種
々

の
矛
盾
点
を
含
ん
で
い
ま
す
。
病

院
再
編
が

一
段
落
す
る
ま
で
、
い

か
に
し
て
職
員
の
士
気
を
鼓
舞
し

な
が
ら
病
院
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
る
か
が
大
問
題
で
す
。
 

加
え
て
さ
ら
に
深
刻
な
の
が
医

師
不
足
で
す
。
医
師
補
充
は
極
め

て
困
難
で
八
方
手
を
尽
く
し
て
い

ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
良
い
解

決
策
は
み
つ
か
り
ま
せ
ん
。
医
師

不
足
解
消
が
目
的
の
ー
つ
で
あ
る

二
〇
〇
八
年
の
病
院
再
編
ま
で
、
 

医
師
確
保
の
点
で
当
院
は
保
ち
そ

う
に
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
で

す
と
四
月
か
ら
は
標
欠

（
医
師
数

が
法
律
上
の
定
数
の
六
O
％
未
満

で
、
診
療
報
酬
の
削
減
が
行
わ
れ

る
）
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
従
っ

て
当
院
に
と
っ
て
中
核
病
院
の
オ
 

ー
プ
ン
は
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
良

い
、
傷
が
小
さ
く
て
す
み
ま
す
。
 

明
 る
い

話
題

の
な
い

中
で
、
 

昨
年

四
月
か
ら

小
児
科
が

常
勤
に
な
り
ま
し
た
。
大
変
熱
心
 

い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
外
科
で

言
い
ま
す
と
、
局
所
麻
酔
に
よ
る

皮
膚
縫
合
程
度
は
行
い
ま
す
が
、
 

そ
れ
以
外
の
腰
椎
麻
酔
や
全
身
麻

酔
の
手
術
は
全
て
中
核
病
院
で
行

う
と
い
う
こ
と
で
す
。
医
師
不
足

解
消
の
た
め
外
科
系
医
師
を

ー
ケ

所
に
集
中
さ
せ
、
大
規
模
な
設
備

を
要
す
る
腰
椎
麻
酔
以
上
の
手
術

は
中
核
病
院
で
行
っ
た
ほ
う
が
良

い
と
の
判
断
か
ら
で
す
。
 

手
 
術
に
対
す
る
患
者
さ
ん

の
 

大
病
院
思
考
も
、

中
小
病

院
で
手
術
を
し
な
い
理
由
の
ー
つ

で
す
。
例
え
ば
私
が
最
も
得
意
と

す
る
消
化
器
癌
手
術
、
特
に
軽
く

二
〇
O
〇
例
以
上
の
手
術
経
験
の

あ
る
胃
癌
で
も
、
当
院
は
大
病
院

で
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
理
由

で
、
他
病
院
で
の
手
術
を
希
望
さ

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
医
者

云
々
よ
り
ま
ず
病
院
規
模
と
い
っ

た
感
じ
で
し
た
。
病
院
選
択
は
患

者
さ
ん
の
自
由
意
志
で
あ
り
、
誰

に
も
規
制
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か

も
患
者
さ
ん
の
大
病
院
志
向
は
今

後
ま
す
ま
す
強
く
な
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
中
核
病
院
は
こ
の
問

題
点
を
も
解
消
し
て
く
れ
る
も
の

と
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

昨
 
年
も
述

べ
ま
し
た
が
、

当

院
に
と
っ

て
最
も
大

変
な

の
は
、
実
は
病
院
再
編
が

一
段
落
 

催
さ
れ
、
県
提
案
の
病
院
再
編
案

が
大
筋
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
六
月
七
日
に
は
病
院
再
編
計

画
の
大
綱
を
練
る
第
一
回
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
（
病
院

機
能
及
び
管
理
の
二
部
門
の
作
業

部
会
で
実
務
的
検
討
を
行
う
。
私

は
策
定
委
員
で
あ
り
、
病
院
機
能

部
会
の
部
会
長
を
兼
任
）
が
開
催

さ
れ
、
実
際
の
検
討
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
以
後
通
算
十
一
回
の
作

業
部
会
で
は
毎
回
長
時
間
に
亘
る

熱
心
な
検
討
が
行
わ
れ
、
そ
の
検

討
結
果
は
十
一
月
十
六
日
の
第
一
一

回
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定
委
員

会
で
一
部
訂
正
の
う
え
了
承
、
病

院
再
編
推
進
協
議
会
に
提
案
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
概

要
に
つ
い
て
は
新
聞
紙
上
に
報
じ

ら
れ
ま
し
た
が
、
当
院
に
関
連
深

い
も
の
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て

み
ま
す
。
 

西
 
北
五
地
域

の
公
的
五
病
院
 

が
二
〇
〇
八

年
ま
で
に
合

併
、
十
四
市
町
村
で
広
域
運
営
す

る
病
院
群
を
確
立
す
る
。
西
北
中

央
病
院
を
母
体
に
新
し
い
中
核
病

院
を
新
し
い
土
地
に
二
〇
〇
八
年

を
目
途
に
創
設
す
る
。
そ
の
際
当

院
は
一
般
及
び
療
養
病
床
を
持
つ

一
二
〇
床
の
内
科
系
（
リ
ハ
ビ
リ
、
 

訪
間
看
護
機
能
を
合
わ
せ
持
つ
）
 

主
体
の
病
院
に
機
能
転
換
す
る
と
 

金
 木・
中
里
両
町
民
の
皆
様
、
 

新
年
明
け

ま
し

て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
ず
、
昨
年

の
新
春
の
所
感
で
述
べ
ま
し
た
自

治
体
病
院
機
能
再
編
成

（
以
下
、
 

病
院
再
編
）
に
大
き
な
進
展
が
み

ら
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
後
の
展

開
に
つ
い
て
述
べ
て
み
ま
す
。
 

昨
 
年
は

一
月
十

日
県
主
導

の
 

病
院
再
編
説

明
会
に

始
ま

り
、
 一
月
二
十
四
日
の
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
会
議
、
二
月
十
四
日

の
西
北
地
域
医
療

問
題
検
討
会

議
、
三
月
二
日
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

「自
治
体
病
院
を
通
し
て
地
域
医

療
を
考
え
る
」
（
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

と
し
て
発
表
）
が
行
わ
れ
、
四
月

二
日
に
は
病
院
再
編
推
進
協
議
会
 

（
市
町
村
長
及
び
財
政
担
当
者
、
 

病
院
長
及
び
事
務
長
出
席
）
が
開
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お
め

で
と

う
 

は
 
や
 
レ
 

金

本
 
隼
人

（
将
経）
金
 
木
 

ゆ
 う
 
リ
 

中

谷
 
優

李
（
基
予
孝
）
川
倉
 

み
 
ゆ
 

白

川
 
実
祐
（

昌
利
）
金
 
木

加
賀
谷
り
な
（

尚
）
金
 

木
 

し
ゆ
う
す
け
 

今
 

惰
祐
（

俊
順
）
喜
良
市

前
田
 
徳
来

（
孝樹
）
金
 
木

津
田
 
旭

陽

（路
也
）
嘉
 
瀬
 

も
と
 
や
 

中

野
 
元
冶

（
健司
）
嘉
 
瀬

木

村
 
荊
瑠
（
直

紹
）
金
 
木
 

】
お
し

あ
わ

せ
に
《
 

（
木
津
 
健
三

（
善水
）
木
造
町
 

「
秋
元
百
合
子
（
文
雄
）
川
 
倉
 

（
村
上
 

弘
（
弘
文
）
青
森
市
 

「
今
 
美
紀
子
（
若
子
）
川
 
倉
 

（
加
藤
 
宏
明
（
正
明
）
金
 
木
 

「
田
中
 
美
紀
（
昭
義
）
金
 
木
 

戸

）
「一如
巽
叡
 

籍
真
喜
器
答
誘
 

霧
釦
一
」
鷲
）
 

お
 
く
 
や
 
み
 

佐
々
木
 

勇
（
8
0才
）
金
 
木

今
 

定

市
（
8
2才
）
喜
良
市

一
一P
金
田
郎

（7
1才
）
喜
良
市

田
中
 
良

光

（7
1才
）
金
 
木

斉

藤
  
イ
ネ
（

7
0才
）
嘉
 
瀬

三
上
 
圭
山
（

6
8才
）
喜
良
市

石

川
 
キ
 
ヌ
（
9
1才
）
金
 
木

荒

井
 
由

吉
（
9
0才
）
川
 
倉

原
田
 

兵

司
（
7
3才
）
中
柏
木

小
山
内

す

も
（
8
7才

）
金
  
木
 

秋

元
幸
之

進
（
8
1才

）
嘉
 
瀬
 

斉

藤
 
亀
一
 
（7
9才
）
嘉
 
頼
 

桑
田
 

ミ
 
ョ
（9
4才
）
喜
良
市
 

閉届齢 

あさひ 
旭あ徳な 

さ 	る 

陽ひ来き 

こ
の
欄
は
金
木
町

に
住
所
を
有
し

て
い
る
方
々
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
 

／
 
掲
載
を
希
望
し
な

い
方
は
町
民
課
窓

口
に
届
出
の
際
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

＼
 

して× イ 

いつでも お兄ちゃんが

守ってあげるからね 
（兄 廉真より） 
	 ノ 

思いやりのあるやさしい
健康な子に育ってほしい 

（母 真智子より） 

早く一緒に遊びたいな。 

（姉 綾香より） 

み ゆ ゆう り 

、，~‘，~一L 

どっちがパパとけっこん 

するかしょうぶよ！! 
（姉 ちほより） 

(ii月28日生） (11月30日生） 

しゆう すけ 

今 惰 祐くん 加賀谷 り なちゃん 

(11月20日生） (11月27日生） 

中 谷 優李ちゃん 白 川 実祐ちゃん 
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前年同月比

△ 46人

△ 39人

△ 85人 

気 12月末現在 
12月末現在 

回 男 5625人
急 女 6243人
曇計 11 868人
せ三え 世帯数 4. 065  

男 5,625ノ

女 6,243ノ 

5, 625人 

6, 243人 

11,868人 

、
肩
冒
 

＠
届
い
て
い

ま
す
 

ロ
十
二
月
十
三
日
 

め
が
ね
（
グ

リ
ー
ン
色
）
 

田
中
良
治

司
法
書
士

事
務
所
 

付
近
路
上
 

ロ
十
二
月
十
八

日
 

鍵
（
ド

ラ
え
も
ん
キ

ー
ホ
ル
 

ダ
ー
付
）
 

蒔
田
食
料
品
店
付
近

路
上
 

心
当
た
り
の
方
は
金
木
警
察

署
落
し
物
係
ま
で
 

こ
の
コ
ー
ナ

ー
を
利
用
し
た
い
 

方
は
企
画
観
光
課
ま
で
 

、
 

ニ
ー
ノJ

一
 
1

1

、
 i

‘
 
ー
．
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